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56 スタート
最大の効果を

村税
８億3,622万６千円

24.2％

繰入金
６億5,384万９千円

19.0％
地方交付税
12億331万５千円

34.9％

県支出金
１億6,236万３千円

4.7％

自主財源
48.6％依存財源

51.4％

諸収入…
　１億995万円・3.2％

交付金…
　１億43万８千円・2.8％

村債…１億円・2.9％ 地方譲与税…
　6,990万円・2.0％

国庫支出金…
　１億4,186万７千円・4.1％

その他…7,209万２千円・2.2％

歳歳  

入入

　

予
算
総
額
の
う
ち
、
村
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
比
率
は
48
・
６
％

で
前
年
度
よ
り
８
・
５
％
上
昇
。
一
方
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
は
51
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
村
税
な
ど
の
増
収
が
見
込
ま
れ
、
１
億
２
，

８
６
８
万
円
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
の
補

助
金
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
当
面
、
基

金
の
活
用
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
厳
し
い
財
政
運
営
に
変
わ
り
な

い
状
況
で
す
。

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
34
億
５
，
０
０
０
万
円
で
、

対
前
年
度
１
億
９
，１
０
０
万
円（
５
・
９
％
）の
増
で
す
。

　

増
額
の
主
な
理
由
は
、
関
屋
工
業
団
地
に
、
昨
年
操

業
は
じ
め
た
企
業
３
社
へ
の
企
業
誘
致
奨
励
金
を
交
付

す
る
た
め
に
よ
る
も
の
で
す
。

0％
３
月
定

特
別
会
計

可
決
し
ま

一
般
会

対
前
年
度

増
額
の

業
は
じ
め

す
る
た
め

「予算」
税

平成20年度　昭和村予算

　一般会計総額（前年度比5.9％増）

3434億億5,0005,000万円万円

歳　

入

村道森下赤城原線の工事村道森下赤城原線の工事
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予算総額5656億円でスタートスタート
最小の経費で 村発足50周年を迎えて

　新しい村づくりのために

民生費
７億8,565万円
22.8％

総務費
７億2,564万２千円

21.0％農林水産業
・商工
・労働費

６億5,517万９千円
19.0％

教育費
３億1,756万２千円

9.2％

公債費
３億2,549万９千円

9.4％

衛生費
２億3,576万１千円

6.8％

消防費…
　１億6,897万６千円
　　　　　4.9％

土木費…
１億6,201万８千円・4.7％

議会費…6,047万５千円・1.8％
その他…１,323万８千円
　（災害復旧費・予備費など）
　　　　　　　　　　0.4％

特別会計  総額21億6,897万円

 国民健康保険特別会計
　９億3,140万１千円（▲4,056万５千円）
     　　　　　　　　　　（賛成10・反対１）
 老人保健特別会計
  １億3,150万４千円（▲５億8,384万７千円）
         　　　　　　　　　　　（全員賛成）
 簡易水道事業特別会計
　２億1,029万２千円（9,447万８千円）
　　　　　　　　　　　　　　 （全員賛成）
 農業集落排水事業特別会計
   ３億2,439万９千円（171万８千円）
               　　　　　　　　　（全員賛成）
 介護保険特別会計
   ４億9,499万円（2,658万５千円）
     　　　　　　　　　　（賛成10・反対１）
 後期高齢者医療特別会計
　7,638万６千円（新規会計）
　　　　　　　　　　　　 （賛成10・反対１）

今年度の主な事業
総務費
　○企業誘致事業施設設置奨励金など
　○合併50周年記念事業
民生費
　○子ども医療費無料化の拡大
　○後期高齢者医療療養給付費負担金
衛生費
　○妊婦健康診査委託料
農林水産業費
　○ぐんま地域農業「夢」支援事業
　○小規模土地改良事業道路舗装工事
　○追分地区苗畑調査設計委託料
土木費
  ○森下赤城原線道路拡幅改良工事
  ○桜地区村道永井桜線調査設計委託料
消防費
　○消防団詰所新築工事

教育費
　○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の配備
　○スポーツトラクター購入費

歳　

出

歳歳  

出出

　

予
算
総
額
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
借
金
返
済
な
ど
の
義
務

的
経
費
は
41
・
９
％
、
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
４
・

２
％
で
数
字
か
ら
見
て
も
本
村
に
お
い
て
は
、
投
資
的
経
費
が
少
な

く
、
我
慢
の
時
期
。

　

村
の
借
入
金（
利
子
を
含
む
）・
債
務
負
担
行
為
の
19
年
度
末
現
在

高
は
46
億
円
、
20
年
度
末
で
は
42
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
何
年

か
我
慢
を
す
れ
ば
事
業
が
で
き
る
財
政
状
況
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

少
な
い
予
算
の
中
で
、
頑
張
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
更

に
経
費
節
減
や
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
改
革
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
。

（カッコ内の数字は前年度比・▲は減を表す）

（前年度比16.4％減）
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「定例会」
３月定例会

　３月定例会は、３月６日から14日までの９
日間の会期で開催されました。
　平成20年度一般会計・特別会計予算案を含
む議案30件、承認１件が上程され、いずれも
原案のとおり可決、請願１件については継続審
査となりました。
　一般質問では２名が登壇し、村の姿勢を問い
ました。

　

昭
和
村
企
業
誘
致
奨
励
金
交
付
条
例
に
よ
り
、
関
屋

工
業
団
地
に
進
出
し
た
企
業
３
社
に
対
し
、
５
年
間
に

わ
た
り
固
定
資
産
税
（
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
分
）
の

納
税
額
と
ほ
ぼ
同
額
が
奨
励
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

１
億
８
，
７
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
る

将
来
に
期
待
し
て

企
業
誘
致
奨
励
金

条
例
制
定
及
び
一
部
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
制
定

  

老
人
保
健
制
度
が
４
月
１
日

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上
の

方
と
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
な

ど
の
一
定
の
障
害
の
在
る
方（
本

人
の
選
択
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。　
　
（
賛
成
10
・
反
対
１
）

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成

及
び
活
性
化
の
た
め
の
固
定
資

産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定  

　

昭
和
村
に
今
後
進
出
す
る
企

業
へ
の
優
遇
措
置
と
し
て
、
固

定
資
産
税
を
３
年
間
免
除
す
る

措
置
を
定
め
、
そ
の
免
除
に
対

す
る
減
収
補
て
ん
を
受
け
る
た

め
の
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

企
業
誘
致
推
進
条
例
の
一
部
改

正 

　

低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進

法
の
適
用
期
限
の
終
了
及
び
工

業
再
配
置
促
進
法
の
廃
止
に
よ

り
関
係
条
文
の
削
除
を
行
う
も

の
。　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

企
業
誘
致
奨
励
金
交
付
条
例
の

一
部
改
正

　

企
業
立
地
促
進
法
の
固
定
資

産
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
よ
り
関
屋
工
業
団
地
へ

の
進
出
企
業
へ
優
遇
措
置
と
し

て
適
用
す
る
奨
励
金
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
、
新
た
に
制
定

し
た
課
税
の
特
例
条
例
を
優
先

す
る
た
め
の
改
正
。（
全
員
賛
成
）

　

予
算
総
括
質
疑

　

道
路
特
定
財
源
は
、
村
道
の
整
備
に
限
定
し
て
使
わ
れ

て
き
た
か
。

　

道
路
関
係
の
経
費
に
全
額
充
当
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
１
億
２
，
８
６
８
万
円
の
減
額
は
、
企
業

３
社
か
ら
の
固
定
資
産
税
税
収
増
に
よ
る
影
響
か
。

　

１
億
２
，
５
２
５
万
円
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

て

答

３

答

予予予てて

問

すす

答答問 一般会計・特別会計の村債と基金
（平成20年度は、当初予算作成時の数字です。）

区分 平成18年度末 平成19年度末
（見込）

平成20年度末
（見込）

一
般
会
計

村債(債務負担行為含む) 49億3,803万円 46億4,087万円 41億9,988万円

(村民一人当たり) 62万円 59万円 53万円

基　　金 17億8,532万円 19億1,248万円 12億5,863万円

(村民一人当たり) 22万円 24万円 16万円

特
別
会
計

簡易水道 村債 6億7,113万円 6億4,271万円 7億4,892万円

〃 基金 　7,700万円 7,970万円 7,030万円

農業集落排水　村債
(地域生活排水事業含む)

42億4,090万円 40億4,874万円 38億6,196万円

　　〃　基金 5,606万円 5,409万円 3,876万円

昭和村全体の村債 98億5,006万円 93億3,232万円 88億1,076万円

　　〃　　　基金 20億8,638万円 22億1,426万円 15億3,131万円

３／31日現在人口 7,900人 7,865人 7,842人
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消
防
団
員
報
酬
条
例
の
一
部
改

正交
通
指
導
員
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　

平
成
17
年
４
月
の
行
財
政
改

革
に
よ
り
報
酬
額
を
そ
れ
ぞ
れ

20
％
引
き
下
げ
ま
し
た
が
、
消

防
団
員
、
交
通
指
導
員
の
日
ご

ろ
の
ご
苦
労
に
対
し
処
遇
改
善

を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
10
％

引
き
上
げ
る
も
の
。　

（
全
員
賛
成
）

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正  

　

県
で
は
入
院
は
中
学
校
卒
業

ま
で
、
通
院
は
６
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
に
拡
大
し
ま
し
た
が
、
本
村

に
お
い
て
は
入
院
、
通
院
と
も

に
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に
す

る
も
の
。         

（
全
員
賛
成
）

総　
　

額

10
億
１
，
５
５
８
万
５
千
円

         

（
全
員
賛
成
）

老
人
保
健
特
別
会
計

１
億
１
，
５
２
４
万
３
千
円
追

加総　
　

額

８
億
４
，
５
２
４
万
６
千
円

　

当
初
に
推
計
し
た
医
療
費
よ

り
も
、
医
療
費
が
か
か
っ
た
た

め
。　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

１
６
０
万
円
減
額

総　
　

額

１
億
１
，
４
２
１
万
４
千
円

         

（
全
員
賛
成
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

１
，
８
２
８
万
６
千
円
減
額

総　
　

額

３
億
１
，
１
４
２
万
８
千
円

         

（
全
員
賛
成
）

介
護
保
険
特
別
会
計

２
１
３
万
５
千
円
追
加

総　
　

額

４
億
９
，
０
１
５
万
７
千
円

 

（
全
員
賛
成
）

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
昭

和
村
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正  

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
も
の
。　
（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正  

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
開
始
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
。

（
賛
成
10
・
反
対
１
）

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 　

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正　
　
　
（
賛
成
10
・
反
対
１
）

  介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正  

（
全
員
賛
成
）

４
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
、
入
院
、
通
院

中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に（
中
学
生
の
み
償
還
払
い
）

消
防
団
員
、
交
通
指
導
員
の

報
酬
を
10
％
引
き
上
げ

そ
の
他

村
道
路
線
の
廃
止

　

村
道
５
３
１
㍍
を
廃
止
。　

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

村
道
路
線
の
認
定

　

村
道
１
，７
５
６
㍍
を
認
定
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

専
決
処
分

灯
油
購
入
補
助
、
生
越
清
水
地

区
化
石
林
調
査
費
な
ど
を
専
決

19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
５
６
万
６
千
円
追
加

総　
　

額

33
億
５
，
０
５
５
万
８
千
円

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

補
正
予
算

〈
平
成
19
年
度
〉

一
般
会
計

７
，
１
６
２
万
円
追
加

総　
　

額

34
億
２
，
２
１
７
万
８
千
円

         

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１
，
３
６
２
万
円
追
加

昭和中体育館昭和中体育館川額地内川額地内
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
う
ご
きいつまでも健康でスポーツをいつまでも健康でスポーツを

　

３
月
12
日
に
行
わ
れ
た
総
務

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成

20
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

全
般
に
わ
た
っ
て
質
疑
を

行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
予

算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
、
老
人
保
健
特
別
会
計
予

算
、介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

お
も
な
質
疑

Ｑ
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
仕
組
み
は
。

Ａ
75
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
４
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
制
度
で
、
群
馬
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
よ
り

医
療
費
給
付
事
務
等
を
行
い
、

市
町
村
に
お
い
て
保
険
料
の
徴

収
（
年
金
年
額
18
万
円
未
満
の

方
）
や
保
険
証
の
発
行
等
の
事

務
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
保
育
園
バ
ス
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
、
路
線
バ
ス
の

経
費
削
減
や
運
行
方
法
の

見
直
し
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
議
会
の
意

見
を
聴
き
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
村
税
の
不
納
欠
損

処
分
の
状
況
は
。

Ａ
不
納
欠
損
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す

る
た
め
、
滞
納
者
に
は
計

画
的
に
納
税
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
交
渉
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
少
子
化
対
策
と
し
て

妊
婦
検
診
の
公
費
負

担
を
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
す

方
向
で
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ
妊
婦
検
診
は
全
体
で

14
回
か
ら
15
回
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
２
回
分

を
補
助
し
て
き
ま
し
た
が
５
回

分
を
補
助
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
消
防
団
員
の
作
業
着

の
更
新
は
。

Ａ
作
業
着
更
新
で
は
な

く
報
酬
を
10
％
引
き

上
げ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
予
算
の
中
に
基
金
繰

入
金
が
多
い
が
、
今
後

の
基
金
の
運
用
の
見
通
し
は
。

Ａ
平
成
20
年
度
末
の
一
般

会
計
の
地
方
債
（
利
子

を
含
む
）、
債
務
負
担
行
為
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
現
在
高

の
見
込
額
は
88
億
１
千
万
円
、

基
金
残
高
15
億
３
千
万
円
で
あ

り
、
当
面
基
金
活
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ
岩
本
駅
前
で
国
道
の

拡
幅
工
事
を
行
っ
て

い
る
が
、
駐
車
台
数
は
増
え
る

の
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設

保育園送迎バス保育園送迎バス

Ａ
21
台
く
ら
い
増
え
る

予
定
で
す
。

Ｑ
合
併
50
周
年
の
企
画

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
い

つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で

行
う
の
か
。

Ａ
新
年
度
早
々
に
組
織

を
立
ち
上
げ
、
合
併

日
で
あ
る
11
月
１
日
を
基
準
に

記
念
式
典
等
の
開
催
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
50
周
年

を
記
念
し
て
写
真
集
の
発
行
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
写
真

を
収
集
し
て
い
る
段
階
で
す
。

Ｑ
給
食
費
の
未
納
が
騒

が
れ
て
い
る
が
保
育

料
の
未
納
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。Ａ

18
年
度
末
で
８
名
、

滞
納
額
で
１
０
９
万

４
，
８
０
０
円
で
す
。
19
年
度

分
に
つ
い
て
は
、１
１
０
万
１
，

０
０
０
円
で
す
が
10
分
の
１
程

度
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

岩本駅駐車場岩本駅駐車場
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平成20 年４月25日・第46号

雨
時
や
大
雨
時
に
、

道
路
全
面
に
泥
水
が

溜
ま
り
、
車
両
の
通

行
に
よ
っ
て
飛
散
し

た
泥
水
で
、
畑
の
作

物
が
出
荷
で
き
な
い

状
況
で
す
。
道
路
に

設
置
さ
れ
て
い
る
マ

ン
ホ
ー
ル
は
排
水
の

役
目
を
果
た
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
財

政
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
最
良
の
方
法
で

実
施
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
ま
た
、
隣
接

す
る
地
権
者
に
も
道

路
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
全
会
一
致

採
択
と
し
ま
し
た
。

  

レ
タ
ス
農
家
38
名
か
ら
の
国

有
林
野
内
の
農
地
開
発
事
業
に

関
す
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
更

に
調
査
が
必
要
な
こ
と
か
ら
全

会
一
致
で
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

  

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平

成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

少
な
い
予
算
の
中
で
最
大
の
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
十
分
配

慮
す
る
よ
う
要
望
し
、
一
般
会

計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、
ま

た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
行
わ
れ
た
文
教

産
建
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

村
道
新
南
原
12
号
線
の
舗
装

工
事
の
お
願
い
に
つ
い
て
の
請

願
で
は
、
未
舗
装
の
た
め
、
大

雨
の
た
び
に
芝
生
公
園
入
り
口

付
近
に
多
量
の
土
砂
が
流
出
し

て
い
る
状
況
で
す
。
舗
装
す
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
駐
車
場
の
混
雑
を
避
け
る

迂
回
路
と
し
て
も
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
全
会
一
致
採
択
と
し
ま
し

た
。

　

村
道
新
南
原
６
号
線
の
排
水

及
び
舗
装
の
改
修
工
事
の
お
願

い
に
つ
い
て
の
請
願
で
は
、
梅

文
教
産
建
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
う
ご
き

まもなく収穫を迎えるレタス畑まもなく収穫を迎えるレタス畑

村道新南原12号線　請願箇所村道新南原12号線　請願箇所

農
地
開
発
事
業
に
関
す
る
請
願
は
継
続
審
査
に

レタス部会

古
ふるさわ

澤　実
みのる

さん

（松ノ木平第二）

　

食
の
安
全
・
安
心
が
問
わ
れ

る
中
、
生
産
者
に
は
安
定
供
給

と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

部
会
で
は
、
品
種
選
定
、
栽

培
方
法
な
ど
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
夏
期
の
評
価
が
悪

く
、
長
野
県
産
へ
切
り
替
え
ら

れ
注
文
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
と
し
て
、
高
温
等
の
異

常
気
象
に
よ
る
病
虫
害
の
発
生

に
伴
う
品
質
の
低
下
で
す
。

　

解
決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
が
、
標
高
の
高
い
所
で
の
生
産

で
す
。
出
荷
期
間
が
長
く
、
安
定

し
た
供
給
生
産
地
と
し
て
確
立

す
れ
ば
、
日
本
一
の
産
地
と
し
て

認
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
国
有
林
開
発
が
早
期
に

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
昭
和
村
の

発
展
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。　

み
ん
な
の

聞
い
て
み
ま
し
た
！

み
ん
な
の
なななななな
のののののののののののののののののののの

聞
い
て
み
ま
し

聞聞聞聞聞聞聞
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てて
みみみみみみみ
まままままままままままままままままままままままま

ななななななな
ののののののののののののののののいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

みみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままままままま

の

み
ままままままままままま

な
のののののののののののののいいいいいいいいいいいいいい
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一般質問一般質問

髙橋幸一郎 議員

本
村
の
平
成
18
年
ま

で
の
未
納
は
44
人
、

４
４
６
万
５
，
０
０
０
円
と

26
町
村
に
お
い
て
玉
村
町
に

次
い
で
２
番
目
に
多
い
と
い

う
、
不
名
誉
な
結
果
で
す
。

　

教
育
委
員
会
の
管
理
責
任

は
非
常
に
重
く
、
抜
本
的
な

改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

　

親
は
子
供
の
鏡
と
言
わ
れ

ま
す
。
給
食
費
の
支
払
い
義

務
を
果
た
さ
な
い
よ
う
な
考

昭
和
村
唯
一
の
絶
景

地
で
あ
る
採
草
地
を
、

村
は
ど
う
か
か
わ
り
、
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
、
関
係
者
と

し
っ
か
り
論
議
し
、
将
来
を
見

据
え
た
夢
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。　

　

本
村
の
農
業
振
興
や
発
展

村
の
平
成
17
年
度
の

１
人
当
た
り
の
所
得

は
、
２
３
２
万
１
，
０
０
０

円
、
県
平
均
の
72
・
４
％
で
、

39
市
町
村
中
下
か
ら
６
番
目

で
す
。
村
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
し
て
、
自
主
財
源
を
増

や
す
た
め
の
施
策
を
示
す
こ

と
が
、
１
人
当
た
り
の
所
得

を
押
し
上
げ
、
日
本
一
住
み

や
す
い
昭
和
村
に
な
る
と
確

信
し
て
い
る
。
安
心
し
て
住

め
る
村
づ
く
り
が
必
要
と
思

う
が
。

え
方
や
姿
勢
が
子
供
た
ち
に

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い

る
と
す
れ
ば
、
大
き
な
課
題

で
す
。
給
食
費
は
何
と
し
て

も
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
入
学
時
に
給
食
費
納
入

に
つ
い
て
親
に
確
約
書
を
つ

け
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
在

学
中
の
家
庭
に
も
確
約
書
を

つ
け
る
よ
う
改
善
し
、
新
年

度
は
一
歩
で
も
前
進
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

に
は
必
要
不
可
欠
な
農
振
農

用
地
で
あ
る
と
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
中
で
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
農
振
法
や
農
地
法
を
遵
守

し
て
い
た
だ
き
、
優
良
農
地

と
し
て
有
効
活
用
を
強
く

願
っ
て
い
ま
す
が
、
関
係
者

の
真
意
を
よ
く
聞
き
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
を
基
幹
産
業

に
据
え
て
、
更
な
る
地
域
産

業
の
振
興
や
新
た
な
工
業
団

地
の
造
成
に
よ
る
優
良
企
業

の
誘
致
、
若
者
定
住
な
ど
の

重
点
的
な
取
組
を
継
続
的
に

進
め
る
こ
と
が
、
人
口
増
と

所
得
水
準
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
こ
れ
か
ら
が
安
定
的
な

税
収
の
確
保
の
基
盤
と
な
る

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

南小学校の給食風景南小学校の給食風景

給食費未納の
　抜本的な改善を求める

教育長　一歩でも前進できるよう　　　　
　　　　　　　　　努力していきたい

が採
草
地
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

自
主
財
源
を
増
や
す
た
め
の
施
策
は

　
村
長　

関
係
者
の
真
意
を
聞
き
対
応

　
村
長　

安
定
的
な
税
収
の
確
保

問

問

問答
村　

長

答
教
育
長

答
村　

長

学校給食費未納世帯及び未納額状況
世帯数 未納額

平成17年度 10世帯 378,500円

平成18年度 14世帯 586,000円

（平成20年３月末現在）
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全
域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

整
備
の
促
進
を
求
め
ま
す
。

　

テ
レ
ド
ー
ム
の
ほ
か
、
火

災
時
に
は
携
帯
メ
ー
ル
に
よ

り
消
防
本
団･

分
団
長
と
交

通
指
導
員
に
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
は
十
分
で
は
な
く
、

緊
急
時
に
自
動
的
に
情
報
が

流
れ
る
「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
と

と
も
に
、
携
帯
メ
ー
ル
に
よ

る
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
、
他
市
町
村
の
運
用

状
況
、
価
格
等
も
含
め
て
調

査･

検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
つ
い

て
は
、
沼
田
交
換
局
エ
リ
ア

の
糸
井･

橡
久
保･

森
下
の

一
部
で
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
地

域
へ
の
計
画
は
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
住
民
の
要
望
を
お

聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、
本
村
の

難
視
聴
地
域
や
世
帯
数
は
ど

う
か
。

　
（
共
聴
）
共
同
ア
ン
テ
ナ

の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
に
国
や

県
の
補
助
事
業
が
活
用
で
き

る
よ
う
対
応
を
求
め
ま
す
。

　

生
越･

貝
野
瀬･

糸
井
の

２
３
５
世
帯
、入
沢
９
世
帯
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

機
能
を
活
用
し
た
緊

急
情
報
、
行
政
情
報
の
配
信

国
や
県
の
緊
急
対
策

を
受
け
て
、
本
村
と

し
て
の
援
助
施
策
の
実
施
を

求
め
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
30
戸
５
，
２

４
０
頭
の
牛
や
豚
が
飼
養
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
経
営
は
危

永
井
42
世
帯
が
加
入
す
る
３

つ
の
共
同
受
信
施
設
組
合
が

あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
の
支
援
事
業
に
は

条
件
が
あ
り
、
採
択
基
準
に

見
合
う
事
業
化
、
ま
た
、
電

波
状
況
の
調
査
な
ど
、
共
聴

組
合
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

事
業
展
開
が
可
能
か
を
含
め

て
検
討･

努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
早
急
に
実
施
し

て
ほ
し
い
。

　

Ｉ
Ｔ
格
差
解
消
へ
、
村
内

機
的
緊
急
事
態
で
あ
り
、
国

も
５
割
増
の
１
，
８
７
１
億

円
の
緊
急
支
援
対
策
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
実
施
可
能
な
支
援

対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貝野瀬中継局

テレビデジタル難視聴地域の解消を
　村長　共聴組合と協議し補助事業が　　
　　　　　　可能かを含め努力していく

携
帯
メ
ー
ル
で
情
報
配
信
を 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
促
進
を

穀
物
高
騰
対
策
と
し
て
畜
産
農
家
へ
の
援
助
を

　
村
長　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
導
入
な
ど
検
討

　
村
長　

実
施
可
能
な
支
援
を
検
討

林　幸司 議員

問問

問

答
村　

長

答
村　

長

答
村　

長
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追跡追跡
シリーズ　　
３

　

議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん

か
ら
の
請
願
や
陳
情
は
議
会
採
択
後
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
す
。

議
員
が
行
う
提
言
な

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る

か
ら
の
請
願
や
陳
情
は

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

そ
の
後
の
経
過
を
追

あ
の
問問
題題
は
今今
…

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
託
運
営
事
業
に
つ
い
て

問

答そ
の
後

　

平
成
18
年
３
月
定
例
会
で
、
福
祉
セ

ン
タ
ー「
昭
和
の
湯
」の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す

る
議
案
が
審
議
さ
れ
、
本
会
議
で
可
決

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
指
定
を
受
け
て
、
２
年
が
経
過
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
前
に
、
人
、
物
、
金
を
村
に
依
存
し

な
い
体
質
改
善
を
図
り
、
独
立
会
計
で
き
る
よ
う
な
経
営
組
織
に
す
る
の
が
急
務
と
思
う
が
。

　

３
か
年
を
通
じ
て
の
赤
字
と
い
う
中

で
、
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
に

は
、
相
手
方
と
十
分
協
議
を
し
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
、
住
民

に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
力

し
、
早
め
に
条
例
改
正
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
平
成
17
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問
）

今後の運営について
　　　　　　　　　　　昭和村社会福祉協議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　萩原銀治さん

　昭和の湯は、村の指定管理を受け、現在は、入

館料等により独立採算で事業運営をしています。

　そして、当協議会では、入館者の増を図るため、

パンフレットによる周知や看板の設置、リフレッ

シュ温泉送迎事業等、諸事業の実施と経費節減では、４月から施設管

理及び清掃等を民間への委託を行い、サービスの向上等を図っている

ところであります。

　引き続き、入館者の増事業を強化し、村民に親しまれる福祉センター

を目指していく所存であります。

「昭和の湯」は、貴重な村有財産です。

　皆様のご利用を心からお待ち申し上げます。

総合福祉センター「昭和の湯」総合福祉センター「昭和の湯」
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平成20 年４月25日・第46号

自
治
功
労
表
彰

 

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

治
田
貞
賢
議
長
が
、
地
方
自
治
の
振
興
と
、

地
域
の
発
展
及
び
住
民
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

28 H20. ２. ５ 請願書　追分地区村道新南原12号線の舗
装工事のお願いについて

追分区長　　石井廣紀 髙橋　曻三
髙橋幸一郎

文教
産建

採択

29 H20. ２. ５ 請願書　追分地区村道新南原６号線の排
水及び舗装の改修工事のお願いについて

追分区長　　石井廣紀
髙橋　曻三
髙橋幸一郎

文教
産建 採択

30 H20. ２.19 国有林野内の農地開発事業に関する請願
書

発起人代表　橋本良雄
　新井一星　外36名

髙橋　曻三
中里　信幸

文教
産建

継続
審査

31 H20. ２.19
（郵送）

「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣捕
殺ではなく自然林復元と被害防除に使うこ
と等を求める意見書提出に関する陳情

日本熊森協会
会　長　　森山まり子

配布
のみ

　　

６日

13日

14日

15日
　

16日
　

26日

　

１日

３日

９日
　 

13日

19日

20日

 23日

25日

29日

６日～
14日

13日

16日

19日

24日

25日

26日

28日

　

●昭和村消防団出初式

●第50回昭和村成人式

●昭和村新年賀詞交換会

●広域組合議員協議会
　定例議長会

●群馬県市町村トップセミナー
　議会広報編集特別委員会

●第26回「わたしと家族」
　作文発表会

●栃木県塩谷町議会視察来村

●第40回ピンポンフェスティバル

●ウインターフェスティバルＩＮ
　昭和2008 

●定例議長会
　広域組合議員協議会
　学校組合議員協議会

●宮崎県高千穂町議会視察来村

●県町村議会議長会定期総会    

●第14回昭和村生涯学習大会

●広域組合議会定例会
　学校組合議会定例会
　沼田市外二箇村清掃施設組
　合議会定例会

●議会運営委員会

　

●第７回昭和村議会定例会

●昭和中学校卒業式

●第26回村民芸能祭

●議会広報編集特別委員会

●平成19年度昭和村福祉大会

●南小学校・東小学校・
　大河原小学校卒業式

●家族経営協定調印式

●第一保育園・第二保育園・　
　子育保育園卒園式

　　１月
２月 ３月

　

第
22
回
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

昨
年
４
月
発
行
の
「
昭
和
議

会
だ
よ
り
42
号
」
が
２
年
連

続
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
も
わ
か
り
や
す
く
読
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り

に
、
編
集
委
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　  町村議会広報全国コンクール

　　　　　　　　　 ２年連続入賞
に

編
集
委
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　   町村議会

みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成20年２月５日　至　平成20年２月19日



　

は
じ
め
に
手
前
味
噌
で
恐
縮
で

す
が
、
我
が
議
会
だ
よ
り
第
42
号

が
平
成
19
年
度
第
22
回
全
国
町
村

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

入
賞
し
、
二
年
連
続
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
編
集
委
員
も
励
み
に

な
り
、
村
民
の
皆
様
に
一
人
で
も

多
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ

く
り
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
末
永
く
ご
愛
読
く
だ
さ

い
。

　

他
市
町
村
か
ら
、「
昭
和
村
は
工

業
団
地
が
で
き
て
う
ら
や
ま
し
い
」

と
い
う
声
を
聞
く
が
、
財
政
的
に

非
常
に
厳
し
い
中
で
新
年
度
予
算

も
決
ま
り
、
自
主
自
立
を
掲
げ
た

昭
和
丸
も
荒
海
の
中
で
、
一
年
の

航
海
を
船
長
の
舵
取
り
に
期
待
す

る
も
の
で
す
。

倉
澤
俊
雄　

記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

髙
橋　

曻
三

　

副
委
員
長　

倉
澤　

俊
雄

　

委　
　

員

　
　

横
坂　

先
夫　

金
子
松
二
郎

　
　

中
里　

信
幸　

治
田　

貞
賢

　
　

真
下　

明
雄

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら

46
平
成
2
0
年
４
月
2
5
日
　
発
行
／
群
馬
県
昭
和
村
議
会

編
集
／
昭
和
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
印
刷
／
朝
日
印
刷
工
業
㈱

〒
3
7
9
-1
2
9
8
 群
馬
県
利
根
郡
昭
和
村
大
字
糸
井
3
8
8
　
　
　
☎
0
2
7
8
-2
4
-5
1
1
1
　
 　
0
2
7
8
-2
4
-5
2
5
4

　

健
康
の
秘
け
つ
は
何
だ
い
と
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
秘
け
つ
な
ど
な

い
と
答
え
て
い
る
。私
が
自
分
を
健
康
に
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

親
か
ら
、
い
や
天
か
ら
授
か
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
周

り
を
見
る
と
私
く
ら
い
の
方
は
少
な
い
の
で
、
そ
う
問
わ
れ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

人
生
僅
か
50
年
が
、
今
人
生
90
年
の
頭
は
追
い
つ
い
て
い
け
な
い

記
憶
力
。
忘
れ
ご
と
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
状
態
は
悔
し
い
が

諦
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
手
当
た
り
次
第
に
楽

し
ん
で
い
る
が
、
中
途
半
端
な
技
量
は
下
の
下
だ
。
健
康
な
の
で
運

動
が
で
き
る
の
か
、
運
動
す
る
か
ら
健
康
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
、

現
在
あ
る
の
は
幸
せ
だ
と
思
う
。

　

こ
の
原
稿
の
執
筆
を
頼
ま
れ
た
時
、
物
好
き
に
議
会
の
こ
と
を
思

い
出
し
調
べ
て
み
た
。
昭
和
45
年
、
私
が
初
め
て
の
議
会
に
提
出
さ

れ
た
一
般
会
計
予
算
は
２
億
７
，
８
０
５
万
円
で
、
平
成
19
年
度
予

算
は
32
億
５
，
９
０
０
万
円
と
実
に
11
・
７
倍
の
飛
躍
的
な
数
字
に

な
っ
て
い
る
の
に
驚
く
。
そ
の
時
々
の
住
民
の
協
力
と
議
会
と
執
行

の
力
が
、
素
晴
ら

し
い
昭
和
村
を
築

き
あ
げ
ら
れ
た
こ

と
は
感
無
量
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
の
発
展
を

願
っ
て
止
ま
な
い
。

新
木　

二
三

さ
ん　

90
歳
（
橡
久
保
南
部
）

前
向
き
に
生
き
る

人

地
域
地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
４

春の健康ちょこっとレシピ
う
ど
う
ど
と
ほ
う
れ
ん
草

ほ
う
れ
ん
草
の
ご
ま
ご
ま
和
え

材料（４人分）
うど…80ｇ、にんじん…80ｇ、ほうれん草…280ｇ、
調味料A（白すりごま… 大さじ３、しょうゆ…大さじ
２、砂糖…小さじ２）

作り方
① うどとにんじんは皮をむいてせん切りにして、熱湯
で茹でて、水切りする。

② ほうれん草は熱湯で茹でて、水切りして３㎝長さに
切る。

③①と②をAの調味料と和えて、器に盛る。

ワンポイントアドバイス                              
・ 今が旬のうどを使った春らしい和え物です。ほうれ
ん草にはカルシウムや鉄分が豊富に含まれています。

栄養価 （１人分）
熱量…78kcal、たんぱく質…3.9ｇ、脂質…4.0ｇ、
カルシウム…125ｇ、鉄分…2㎎、塩分…1.3ｇ

ピンポンフェスティバルにピンポンフェスティバルにて


